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GEMPUuリETをベースとした

EAl(EnterpriseApplication
lntegration)のイメージ

日立製作所の統合業務パッ

ケージ`GEMPLANET(ジェム

プラネット)”を基盤として,

各種業務アプリケーションを

有機的に連携することによ

り､データの統合管理,スム

ーズな業務の流れ,迅速な経
営分析が可能となり,経営革

新が実現できる｡

企業内のさまざまな業務活動を統合的に管理,サポートする巨RP(EnterpriseResourcePlanning)パッケージは,情朝の一

元管理による業務効率向上の手段として,また,業務プロセスの標準化によるBPR(Business ProcessRe-engineering)実現

のツールとして急速に発展,普及している｡さらに,このERPパッケージと周辺業務をサポートする各種アプリケーションと

を連携させることにより,顧客ニーズにマッチした最適ソリューションを実現することが期待されている｡

日立製作所は,わが国の商習慣にべストマッチすることを目指して開発しだ`GEMPLANET”をはじめ,SAP社のR/3与1■や,

Oracle社の0racleApp‡ications十2■-などのERPパッケージを提供するとともに,顧客とのコミュニケーションを密にするSFA

(Sales Force Automation)パッケージや,DWH(Data Warehouse)を使って経営情報の迅速な分析ができるOLAP(○州ine

Analyticaげrocessi咽)ツールなどのクロスキーシステム群を提案している｡これらのアプリケーション群を,GEMPLANET

を核として有機的に連携することにより,顧客に対するクイックレスポンス,取引先企業間のシームレスなEDl(EtectronicData

lnterchange)やサプライチェーン計画,経営情報分析結果に基づく迅速な意思決定などの経営改革を実現することができる｡

はじめに

米国では,企業内のさまざまな業務浦動を統合的に管

判L 支援するERP(Enterprise Resource Planning)パッ

ケージが企業に浸透し,部門内や部門間にまたがる業務

プロセスの改善や在席削減,IT(Inform之Ition

Technology)投資の削減に効果を発揮していることが報

打されている｡しかし,最近ではDeloitte Constlltingが

掟唱する"ERP's second Wave(ERPの第二の波)''や.

AdvancedManufacturingResearchが提唱するl`ERPas

※1)R/3は,SAPA(;の督録商標である｡

※2)OracleApplic之1ti()nSは,米国OracleC()rP.の登録商標である｡
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theI∃ackbone(幹線としてのERP)”といったことばが登

場し,導入したERPシステムを核として,さらに効率的

かつ戦略的なエンタープライズレベルのシステムを構築

するといったことにユーザーの関心が移っている｡

こうしたことを背景に,ERPのDB(Database)に蓄積

されたデータを分析するDWH(Data Warehouse)や,

OLAP(OnlineAnalyticalProcessing)ツール,近年柱臼

を浴びているSCM(Supply Chain M;lnagement)やSFA

(SalesForceAutomation),CRM(CustomerReladonship

Management)といったアプリケーションパッケージと

ERPとの統合(インテグレーション)の事例が相次いでい

る｡そして現在,わが国でも同様の動きが見えはじめて

いる｡

ここでは,ERPを核としたEAI(Enterprise

ApplicationIntegration)によるエンタープライズシステ

ム(EAIソリューションと呼ぶ｡図1参照)の重要件,

ERPと,ERPを核としたEAIソリューションのトレンド,

および日立製作所独自のERPパッケージー◆GEMPLANET

(ジェムプラネット)''を核としたEAIの取組みについて述

べる｡

ERPの動向とEAlソリューション

2.1ERPを核としたEAlソリューションの重要性

従来,企業の情報システムは部門最適化指向であった

が,近年登場したERPは,基幹業務やDBを統合した,

全社的視点での業務最適化を実現することをコンセプト

EC

ERP

SCM

CRM

SFA DWH

PDM

ワークフロー

顧客固有の

アプリケーション

注:略語説明 EC(ElectronicCommerce)

PDM(ProductDataManagement)

図1ERPを核にしたEAlソリューションのイメージ

ERPを中心に各種エンタープライズアプリケーションを有機的

に続合することにより.データ連携やプロセス連携が実現できる｡
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としたものである｡ERPの導入によって,部門をまたが

る業務で生じるデータの入力ミスとその対策業務や,業

務問の重複した業務自体といった｢むだ+を排除してきた｡

それにより,経理部門のスタッフは,伝票入力などの業

務から解放された｡情報システム部門のスタッフも,

ERPベンダのサポートサービスや定期的なバージョンアッ

プにより,アプリケーションのメンテナンスなどの業務

からの解放や,最新テクノロジーの容易な獲得が実現で

きた｡さらに,各種基幹データが,イベントの発生点で

リアルタイムにDBに蓄えられたために,正確な数値を基

にした判断や計画立案が早い段階で行えるようになり,

在庫の削減など数々の経営指標改善が実現できるように

なった｡

このERPとSCMやSFA,CRMなどの戦略的なパッケ

ージ,それにOLAPなどの分析ツールを統合することに

より,ERPによっで人幅に改善された業務がさらに戦略

的なシステムとして発展し,企業活動に大きく寄与して

いる｡

SCMパッケージと統合することにより,例えば,従来

では難しかった需要予測,および別システムで計算した

詳紺な生産計画や配送計何の結果を,ERPに直接取り込

むことが可能になる｡また,その生産計画そのものも,

生産‾†二程のボトルネックやその他さまざまな制限事項を

考慮した結果を高速で算糾したものであり,精度が非常

に高い｡飛び込みの注文など,頻繁に発生する計画変更

などに対しても早急に対応できる｡同様に,SFAと統合

することにより,営業活動の効率化が実現する｡CRM

と統合することにより,企業活動の付加価値を高め,売

り卜げを拡人するためのリピートオーダー率の向上や,

顧客の望むサービスをその顧客ごとに提供するといった

活動も実現できる｡

次に,エンタープライズアプリケーションの有機的な

統合による企業活動の付加価値向上の具体例を見てみ

る｡)例えば,米国の納期回答のケースでは,同様の製品

で競合他社よを)も価格が高い製品にもかかわらず,受注

を決めたという事例が出てきている｡営業スタッフが顧

客のところに赴き,その場で納期を明確に答えられるの

と,電話で工場や倉庫に問い合わせをしたあげく｢わか

らない｡+と芥えるのでは,顧客満足度がまったく異なる｡

またこれは,顧客満足度の向_とを実現できるだけでなく,

営業スタッフがさまざまな部署に問い合わせる時間やコ

スト,工場や倉庫の担当者が調べる時間やコスト,それ

による業務効率の低下を排除することもできる｡
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このような高い付加価値を生み出す企業活動の実現

は,ERPなしでは困難と言える｡

SCMやCRMがブ_モロを浴びるに従い,｢ERPでは詳細な

機能は実現できない｡+,｢ERPでは売上拡大に貢献でき

ない｡+との誤解も多い｡しかしSCMは,一般に実行系シ

ステムのDBの中にある基本情報,いわば製品･部品情

報,仕様情報や工程の進捗(ちょく)状況といった情報が,

また,SFAやCRMでも顧客情報や製品情報,在庫情報

といった情報がそれぞれなければ意味がない｡また,こ

の実行系システムのDBを整備しておかないと,このデー

タを活用して出てきた結果は信頼の置けないものになる｡

手作りのシステムでは,この整備,統合されたDBの開発

に膨人な時間と費用が必要になる｡ERPは,これを,手

作りよりもはるかに容易に実現できるツールである｡

DWHの構築でも,基幹業務全体を網羅したERPの整

備された実データを利用することにより,必要な情報だ

けを蓄えたデータマートを効率｢l勺に構築でき,OLAPツ

ールを用いた分析が叶能になる｡

このように,ERPを核としたEAIソリューションを実

現することにより,全体最適化の視点で構築されるシス

テムが,その特性を維持したまま,各部門の作業効率を

大幅に高めることができる(図2参月訳)-〕

2.2 ERPを核にしたEAlソリューションのトレンド

2.2.1｢ERPスイート+と｢ベスト･オブ･ブリード+

現時点では,ERPと,これらの戟略的アプリケーショ

ンであるSCMとSFA,CRMやDWHを統合したエンター

プライズシステムの構築には,人別して∴とおりの手段

がある｡-一つは,各ERPに,そのERPベンダが独自に問

廿
付加価値

増加

実
施
目

的

効率化

凸

ERPを核とした

EAlソリューション

ERP

l

部分的 全体的

最適化の範囲

図2 ERPを核としたEAlソリューションのサポート範囲

ERPを核としてEAlソリューションを実現することにより,付

加価値の高いエンタープライズシステムが構築できる｡

発した｢ERP拡張機能+としてのSCMやSFA,DWHを加

えた｢ERPスイート+によるEAIソリューションである｡

もう一つは,ERPと個々の優れた専門パッケージを統合

して実硯する｢ベスト･オブ･ブリード+と呼ばれるEAI

ソリューションである(表1参照)｡

(1)ERPスイート

｢ERPスイート+によるEAIソリューションの第一のメ

リットは,ERPパッケージとの統合度である｡データの

属件やテーブル構造などの違いにより,一般に,異なる

システムを統合するのは,容易な作業ではない｡特に

ERPの場合は,内部がブラックボックスになっているこ

とが多く,非常に困難なケースが多い｡最近では,オブ

ジェクト技術を活用してインタフェースを提供する製品

も出てきているが,これだけではまだ不十分である｡と

ころが,この｢ERPスイート+という手段によるエンター

プライズシステムの実現は,この間題を容易に克服する｡

第∴のメリットは,メンテナンスやサポートである｡

エンタープライズシステムは,ERPやSCM,CRMなど

にまで及ぶ,非常に広範囲なスコープを対象としたシス

テムである｡ERPに限ったメンテナンスやサポートも,

既存システムよりは容易になったとはいえ,容易な作業

ではない｡それが,広範囲に及ぶシステムであると,お

のおののバージョンアップのサイクル違いによる頻繁な

バージョンアップ作業など,メンテナンスやサポートが

かなり困難なものになる｡しかし,｢ERPスイート+とい

う･ベンダの製品を用いることにより,そのベンダから

のサポートによって多くの問題が解決でき,また,バー

ジョンアップもー一一括して行うことができる｡

一方,ERPベンダが提供する拡張機能的なパッケージ

は,専門ベンダの製品と比べて,･般的に機能が弱いと

いうデメリットがある〔)

表1EAlソリューション形態別のメリットとデメリット

EAl技術の進展により,メリットがさらに強化されたり.デメ

リットが改善される方向にあるものがある｡

実現形態 メリット デメリット

ERP ●統合が容易 ●おのおのの業務棟能が
スイート ●メンテナンスやサボー 弱い

卜が容易 ●経営環境変化への追随
が困難

′ヾスト･ ●おのおのの業務機能が ●l統合が困難l
オブ･ 強い ●メンテナンスやサボー

ブリ】ド ●経営環境変化への追随l

が容易l

トが困難

注:⊂ ] (EA【技術の進展による強化･改善点)
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(2)ベスト･オブ･ブリード

このソリューションが注Rされるようになってからそ

う時間はたってはいないが,驚場した時期には,統合の

困難さが大きな問題となっていた｡しかし,最近では,

ERPと他のパッケージの統合を容易にするEAI技術が登

場し,このソリューションによって,最良･最適を目指

したパッケージを組み介わせたエンタープライズシステ

ムが実現しやすくなってきている｡しかし,経常環境の

変化が激しく,企業にアジリテイ(俊敏さ)が求められて

いる今日にあっては,｢適切なパッケージの集合体によ

るエンタープライズシステムの実現+だけでは不卜分であ

る｡ここでは,柔軟に適切なパッケージを容易に組み替

えることにより,｢環境の変化に適切な形で対応できる,

フレキシブルなエンタープライズシステムの実現+が求め

られる｡

ERPベンダが,拡張されたエンタープライズシステム

を,一一貫性を保ちながらアジリティを持たせて変化させ

続けることは困難である｡このアジリティがないERPベ

ンダ1社のソリューションに頼ってしまうと,経営環境が

ドラスティックに変化したとき,情報システムに柔軟性

がないという制限のために,殻も重安なビジネスプロセ

スの最適化ができなくなる吋能性が人きい｢｡

また,先に述べたように,業務スコープが広い情報シ

ステムのサポートが,重要な課題として残っている｡こ

こでは,SI(SystemIntegration)ベンダのサポートノJが

ユーザーにとって人きなかぎになる｡

2.3 ERPを核にしたEA】ソリューションの今後

ERP自体は,今後,カスタマイズ性や,外部との統合

性の向上を目指して,Java紺などの技術によってコンポ

ーネント化され,EAIの実現が才支術的に容易になってい

くものと考える｡新たなEAI関連サービスとしては,

ERPを核としたEAIソリューションによるエンタープラ

イズシステムを甲一急に実現したいというニーズにこたえ

るために,おのおののアプリケーションパッケージをプ

リインテグレートした製品を用いることにより,ソリュ

ーションを提供するサービス(米国の調査会祉である

Forrester Researchは,これを``Portfoli()Assembly''と

呼んでいる｡)が登場することが予測される｡そして,次

のフェーズとして,基本的には事業部内にクローズして

いたEAIソリューションの範囲が,事業部間,さらには

企業間へと広がっていくものと考える｡
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GEMPLANETを業務基盤とするEAl

3.1GEMPUINETの特徴

GEMPLANETは,1997年に日立製作所がリリースし

た,純l玉1産ERPパッケージである｡

口束製作所は,1980年代から"BISHELP(生産)'',

▲-HISALS(販売)”,``HICOUNT(会計)''などのアプリケー

ションを提案してきた｡こjlらアプリケーションの累計

2.500社に及ぶ実績によって蓄積した知識･ノウハウを集

大成したのが``GEMPLANET''である｡したがって.他

の海外のERPパッケージと比べて,わが国特有の業務や

商習慣に合った機能を豊富にそろえている｡さらに,導

入計担川城から導人後の保守まで一貫したサポート体制

で,手順書や各種テンプレートなどのツール群による,

短期間で低価格の導入を可能としている‥｡

こうした特徴と広いサポート業務(生産,販売,購買,

在庫,原価,会計,人事,労務)や導入対象規模(売_L

高100倍‖から1兆円超の介業まで)により,GEMPLANET

は,1999年3月現在で100杜,160サイトの実績を持つ｡

このように,GEMPLANETは,DBが統合され,わが国

の南門慣に対比こした国産ERPパッケージとして,中堅介

業をLトL､に広く受け入れられている｡

3.2 GEMPLANETで実現するEAlの特徴

口立製作所ほ,GEMPLANETを核にして,自社で開

発したGEMPLANET以外の専門のアプリケーションと

の間で,EAIによるエンタープライズシステムの開発に

取り組んでいる｡

GEMPLANETを核にしたEAIによるエンタープライ

ズシステムでは,すでにせ門部門で開発している日立製

品とGEMPLANETとを組み合わせる｢ベスト･オブ･ブ

リード+の形態を実現させることにより,質の高いエンタ

ープライズシステムの構築を目指している｡

3.2暮1業務のモデル化

エンタープライズシステムの構築では,情報システム

面とビジネス面の両面からとらえる必要がある｡

企業の業務は,論理的に｢業務の軸+と｢管理サイクル

の軸+の2軸でモデル化することができる｡業務の軸は,

販ゾ占･生産･購買などの業務から成り立つ｡管理サイク

ルの軸は,戦略･計画･実行･管理から成り立つ｡この

※3)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米

国およびその他の国におけるSし1n Microsystems,Inc.の

商標または鷺録商標である｡
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2軸による企業ビジネスモデルのlいで,GEMPLANETは,

業務の軸では全体を,機能の軸では計仰･管理･実行部

分をそれぞれカバーしている｡つまり,GEMPIJANET

は,介業ビジネスモデルでの業務基盤として位置する｡

3.2.2 GEMPLANETで実現するEAlの姿

GEMPLANETを,企業ビジネスモデルの業務基盤と

して位置づける｡次に,その他のアプリケーションを,

該当する業務の軸と管理サイクルの軸に配置する｡)配置

した各アプリケーションは,GEMPLANETとの間で連

携を行う(図3参照)｡このように,業務基盤に

GEMPLANETを置く,EAIによるエンタープライズシ

ステムの姿は以下のようになる｡

(1)各アプリケーションで発生したデータは,(ニEMPIノANET

に取り込まれ,統合される｡

(2)他のアプリケーションでは,(;EMPLANETに収り

込まれた,統合管理の環境卜にあるデータを利用するこ

とが可能となる｡

(3)各アプリケーションでは,GEMPLANETとのl‖‖こ

だけインタフェースや業務の流れを考慮するだけでよく,

他のアプリケーションとの間のインタフェースや業務の

流れを考える必要がない｡

このように,GEMPLANETを業務某盤としたEAIで

は,単なるアプリケーションの連携にとどまることなく,

業務の連携や統合に至るまでを実現することができる｡

GEMPLANETを業務基盤としたEAl実現例

GEMPLANETを基盤としたEAIの実施例として

業務の軸
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買産庫流
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ワークフロー･グ〝

図3 企業ビジネスモデルとGEMPLANET

GEMPLANETを業務基盤に置き,各種アプリケーションを連携

させることにより,EAlによるエンタープライズシステムが実現

できる｡

0I+AP連携と,収組み例としてSCM連携について以下に

述べる｡

4.1GEMPLANET-OLAP連携

ここでは,EAIによるエンタープライズシステムの一

実現形態として,U立製作所が開発したOLAP製品であ

る多次元データ分析システム``HITSENSER3'●と

GEMPIJANETの連携について述べる｡

GEMPLANETで統合管理されているDBから

HITSENSER3上へDWHを抽山,生成する｡このDWH

を用いてHITSENSER3によるうナ析を実施する(図4参照)｡

この連携によI).ERPの持つ企業のデータをリアルタイ

ムに統合管理できる特徴と,OLAPの持つ多次元で各稚

の分析ができる特徴を使い,これまで単独ではできなか

ったような以‾F■のことが叶能となる｡

(1)刻々と変化する経営状態を,その時点のデータを用

いた各種経営指標によって把握

(2)ドリルダウンによる大分類から中分類,小分類,そ

して事実データへの掘り下げ

(3)スライス アンド ダイス(積み木状態のデータをさま

ざまな視一任から検索･抽出)などのオンライン分析

(4)衷やグラフを用いた,収益性や生産性などの経常指

標の分析

こうした分析を,ERPにより統合されたデータや業務

について,リアルタイム連動の環境‾‾卜▲で活用することに

より,｢月号業全体を見た,迅速で的確な判断+,｢効果あ

る対応策のプランニング+,｢タイムリーなアクション+が

壌 磯

轟どこ‾看丁言〒†■三㌻

軒占ヨコ馴広三壌J赫■芋丁

齢冒雷雲慧欝欝翳闇市 盟

図4 GEMPLANETとH汀SENSER3の連携事例

GEMPLANETと多次元データ分析システム"HITSENSER3”の連

携によって実現した経営分析の画面を示す｡
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可能となる｡

4.2 GEMPLANET-SCM連携

R立製作所が開発したSCMパッケージ"SCPLAN''と

GEMPLANETの生産計画との連携の取組み例について

以下に述べる｡

GEMPLANETの生産計画立案から,牛産口程計画,

資材所要量計帆 作業計画,外注指示,購買計画をリ

リースしていく年産計画フローの中で,生産日程計画情

報をSCPLANに渡し,TOC(TheorynfConstraints:制

約理論)に基づく実行可否チェックや計画調整などを高

速に行い,修I卜した生産R程計画をGEMPLANETに返

す(図5参照)｡このGEMPLANETとSCPLANの連携に

より,以下に示すように,これまでERP単独で解決して

いたよりも高い効果を実現することができる｡

(1)高速にシミュレーションを繰り返すことによる生産

H程計画の調整

(2)生産状況や在庫状況をリアルタイムに把挺し,計画

を修正することにより,市場の変化や納人遅延などに即んb

(3)受注から出荷までのリードタイムの短縮

(4)在庫の適切化と棚卸し資産の削減

このほか,GEMPLANETを業務基盤としたEAIによる

エンタープライズシステムとして,企業間ビジネス メデ

ィアサービス"TWX-21”との連携にも取り組み中である｡

GEMPLANETでの

生産計画フロー

生産計画立案

く>
受注情報

製品在庫

生産日程計画

く}
資材所要量計画

資材在庫

SCPLAN

･実行可否チェック

･計画調整

･変更案提示
修正生産日程計画

作業計画 外注指示 貝毒買計画

図5 GEMPLANETとSCPLANの連携取組み例

GEMPLANETとSCMパッケージ`scpLAN”との連携によって生

産日程計画の高速シミュレーションを実現した例を示す｡
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おわりに

ここでは,GEMPLANETを業務基盤にした,EAIに

よるエンタープライズシステムについて述べた｡

エンドユーザーニーズは,ERPによる基幹業務の統合

から,計画業務や弓卸略業務の中での情報システムの充実

へと広がっている｡さらに,各種アプリケーションとの

連携や,単一企業の枠を越えた連携への要求が高まって

いる｡

日立製作所は,EAI技術の開発に加え,各種アプリケ

ーションのEAI対応など,これまでに苗積した才支術,知

識,ノウハウ,さらに他社の優れた製品などを組み合わ

せることにより,低コストで容易な運用を実現できるソ

リューションを提案していく考えである｡
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